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平成２５年度 半田市防災会議議事録 

開催日時 平成２６年１月２９日（水） １４時００分～１５時５０分 

開催場所 全員協議会室 

会議次第 ・委嘱状交付 

・あいさつ 

【議題】 

（１）風水害・原子力等災害対策計画編の修正（案）について 

（２）地震・津波災害対策計画編の修正（案）について 

（３）地震防災強化計画編の修正（案）について 

（４）水防計画編の修正（案）について 

（５）資料編の修正（案）について 

（６）地震防災強化計画資料編の修正（案）について 

（７）水防計画資料編の修正（案）について 

出席委員 

(欠席委員) 

（会長）半田市長 

（委員）半田市副市長、半田市教育長、愛知県半田警察署長、

愛知県尾張県民事務所知多県民センター長、愛知県知多建設事

務所長、（愛知県知多農林水産事務所長）、愛知県半田保健所長、

愛知県衣浦港務所長、知多中部広域事務組合消防本部消防長、

半田市消防団長、半田港水防団長、中部電力株式会社半田営業

所長、東邦ガス株式会社半田営業所長、東海旅客鉄道株式会社

大府駅長、株式会社ＮＴＴ西日本－名古屋支店名古屋南フィー

ルドサービスセンター長、衣浦海上保安署長、半田市医師会長、

半田市区長連絡協議会長、半田市区長連絡協議副会長、（半田市

赤十字奉仕団長）、陸上自衛隊第３５普通科連隊重迫撃砲中隊

長、半田災害支援ボランティアコーディネーターの会長、あい

ち防災リーダー会知多ブロック半田支部会員、半田市社会福祉

協議会長                               
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※敬称略 

事務局 建設部長      笠原健次 

防災監       齊藤清勝 

土木課長      近藤正勝 

防災交通課 副主幹 田中秀則、主査 鈴木徹 

土木課   副主幹 村瀬浩之、技手 浅川祐人海 
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次  第 議事概要 

委嘱状交付 ・人事異動等のあった委員に対し、半田市長より委嘱状を交付。 

 

あいさつ （事務局） 

・出欠状況は委員定員数２５名のうち、本人出席１７名、委員

より委任された代理出席６名、欠席２名となっており、本会議

は成立していることを報告する。 

（市長） 

・あいさつ 

【議題】（１） 

風水害・原子

力等災害対策

計画編の修正

（案）につい

て 

（事務局） 

・風水害・原子力等災害対策計画編の修正（案）資料の新旧対

照表について説明。 

（事務局） 

・第３節 動員計画の項番ウの非常参集について、修正案では、

「本庁舎の機能不全もしくは登庁ルートが途絶した場合、雁宿

ホールに参集する」との記述を追記しているが、防災減災特別

委員会から「新庁舎が海に近いことから、震度５弱以上の地震

の際には、最初から全職員を雁宿ホールに向かわせるべき」と

の意見があったが、委員の考えを聞きたい。 

（半田市消防団長） 

・消防団は市内各所に詰所を配置している状況にある。こうし

たなか、耐震性能や防災機能等が十分にある新庁舎建設後に、

初動から本庁舎を捨てて雁宿ホールに参集するとするのは如何

なものかと考える。 

（半田市医師会長） 

・液状化現象等が起こることなど、東南海地震の教訓も踏まえ、

よく分析したうえで判断すべきである。現状では納得できない。 

（市長） 
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・新庁舎については地盤改良等をするため、建物さえ無事であ

れば職員が参集できる。初めから本庁舎を捨てることはない。

ただし、本庁舎がどうしても使用できない場合においては雁宿

ホールに本部機能を移すことを想定したい。その表現を、「本庁

舎の機能不全もしくは登庁ルートが途絶した場合、雁宿ホール

に参集する」として、了承いただけないか。 

（事務局） 

・職員が庁舎の機能不全など状況に応じた適切な判断により、

参集すべきと考えており、当初から代替施設への参集は考えて

いない。災害時について、まずは新庁舎を最大限に利活用して

いくことを第一優先で考えている。 

（市長） 

・他に意見・質問がなければ、原案のとおり決することとして

よろしいか。 

（委員 異議なし） 

【議題】（２） 

地震・津波災

害対策計画編

の修正（案）

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・地震・津波災害対策計画編の修正（案）資料の新旧対照表に

ついて説明。 

（半田市社会福祉協議会長） 

・社会福祉協議会の役割として福祉避難所開設と災害ボランテ

ィアセンターになっているが、被災地での教訓や現在作成中の

ＢＣＰをふまえ、活動を検討していきたいと考えている。様々

な想定をして円滑に活動できるようにしていきたい。 

（半田市医師会長） 

・広域応援体制について、半田運動公園や中部国際空港とはど

のように物資をやりとりするのか。また、本庁舎と半田運動公

園は距離があるが物資のやり取りなど問題はないか。 

（事務局） 

・半田運動公園と中部国際空港の物資のやりとりは、今後具体
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的な話を詰めていく。愛知県の防災局三の丸庁舎を県の拠点施

設として、中部圏に２２箇所の広域活動拠点施設を指定してい

きたいと考えている。知多半島では半田運動公園が唯一である。

知多半島全体の応援体制を考える場合、半田運動公園は有用な

位置にある。 

（半田市区長連絡協議会長） 

・災害時の要支援者は避難行動要支援者または要援護者を要支

援者に用語を修正するとあるが、「半田市災害時要援護者支援マ

ニュアル」について、名称はそのままでよろしいか。 

（事務局） 

・用語の統一をするため、地域福祉課と調整したうえで修正す

る。 

（市長） 

・他に意見・質問がなければ、半田市区長連絡協議会長から指

摘があった点を修正することを含め、原案のとおり決すること

としてよろしいか。 

（委員 異議なし） 

【議題】（３） 

地震防災強化

計画編の修正

（案）につい

て 

（事務局） 

・地震防災強化計画編の修正（案）資料の新旧対照表について

説明。 

（市長） 

・意見・質問がなければ、原案のとおり決することとしてよろ

しいか。 

（委員 異議なし） 

【議題】（４） 

水防計画編の

修正（案）に

ついて 

（事務局） 

・水防計画編の修正（案）資料の新旧対照表について説明。 

（市長） 

・意見・質問がなければ、原案のとおり決することとしてよろ

しいか。 
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（委員 異議なし） 

【議題】（５） 

資料編の修正

（案）に 

ついて 

（事務局） 

・資料編の修正（案）資料の新旧対照表について説明。 

（東海旅客鉄道株式会社 大府駅長） 

・別表１２７半田市防災会議委員について、「東海旅客鉄道(株)

半田駅長」となっているが、「東海旅客鉄道(株)大府駅長」との

間違いではないか。 

（事務局） 

・訂正する。 

（副市長） 

・別表第１４（３）救助用ボートの常備について、新庁舎建設

後には半田消防署のみではなく本庁にも配備するべきだと考え

るがいかがか。 

（事務局） 

・半田消防署が管理している救助用ボートについて、半田消防

北部出張所及び半田消防成岩出張所に分散して保管する計画が

あると伺っている。 

（消防長） 

・救助用ボートについて、半田消防署所有のものと半田市所有

のものがある。災害時の救助は消防署員が行うため、現在は市

所有の救助用ボートを半田消防署で保管・管理している。しか

し、様々な被害想定が考えられるなか、救助用ボートの保管を

１カ所での集中保管から分散して保管することを検討している

段階である。 

（市長） 

・新庁舎建設後における救助用ボートの保管場所については、

関係部署で調整のうえ決定すること。 

（事務局） 

・調整する。 
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（市長） 

他に意見・質問がなければ、東海旅客鉄道株式会社大府駅長か

ら指摘があった点を修正することを含め、原案のとおり決する

こととしてよろしいか。 

（委員 異議なし） 

【議題】（６） 

地震防災強化

計画資料編の

修正（案）に

ついて 

（事務局） 

・地震防災強化計画資料編の修正（案）資料の新旧対照表につ

いて説明。 

（市長） 

・意見・質問がなければ、原案のとおり決することとしてよろ

しいか。 

（委員 異議なし） 

【議題】（７） 

水防計画資料

編の修正（案）

について 

（事務局） 

・水防計画資料編の修正（案）資料の新旧対照表について説明。 

（市長） 

・意見・質問がなければ、原案のとおり決することとしてよろ

しいか。 

（委員 異議なし） 

【その他】 

配布資料の

説明 

（事務局） 

・防災講演会、ご近所防災訓練、家具転倒防止器具取付事業、

半田市防災・災害情報ツイッター、家族防災会議について説明。 

 （終了） 

 


